
事業所名：地域密着型小規模特別養護老人ホーム ラシュレ樹の里 

運 営 推 進 会 議 開 催 報 告 書 

令和３年1２月２７日（月） １３：３０～１４：００ 

参 加 者 議   題 

入居者          ０名 

入居者家族    参加：１名 

         照会：2名 

地域住民の代表者 参加：１名 

市職員      照会：１名 

地域包括支援センター職員 参加：１名 

（1）入居者の状況報告 

（2）サービス状況報告 

（3）身体拘束に関する取り組みについて 

（4）意見集約 

（5）連絡事項 

会    議    録 

（１）入退居者数、稼働率等の報告 ※別紙参照 

 

（２）・外出、レクリエーション、行事等の実績報告 

・ボランティア活動報告 ※別紙参照 

   

（３）身体拘束実施状況報告 ・身体拘束ゼロを継続中 ※別紙参照 

    

（４） 

 市職員より ※書面にて問い合わせ、電話にて返答済み 

Ｑ．身体拘束廃止委員会において、「衣類の適切な管理」に取り組み、11月 

に評価と今後について話し合ったとあるが、その内容はどのようなもの 

だったか。 

Ａ．傷んだ衣類は、その都度ご家族様に依頼、またはボランティア等を活 

用し修繕する仕組みができ、どの部署も一定の効果がみられた。今後 

も引き続きチェックを継続していく。 

 

 地域包括支援センターより 

コロナといかにして付き合っていくが大切だと思います。地域包括センター

でもこの2年地域との繋がり方について考え、試行錯誤してきました。中に

は外出ができず地域との繋がりが薄れたことで、病状が悪化する方もいまし

た。Ｑ．少しでも地域との繋がりが持てるよう、こちらの「いきいきルーム」

をお借りすることは可能か。 

Ａ．持ち帰って検討させていただきます。 

 

 地域住民の代表Ａ様より 

Ｑ．コロナ禍において、入居者の方は外出ができなくなった事などをどのよ 

うに感じているか。又、コロナワクチン接種はどのように行ったか。 

Ａ．認識の難しい方が多いが、テレビや新聞で新型コロナウイルス情報を 

収集し、収束を心待ちにしている方もいる。 

ワクチン接種は、施設にて主治医が行った。 

 



 ご家族Ｂ様より 

いつも母から「コロナいつ終わるかね」等と電話で連絡が来ます。なかなか

終わりが見えないですが、よろしくお願いします。 

 

 ご家族Ｃ様より ※照会にて 

いつもありがとうございます。本年もよろしくお願いします。 

 

 ご家族Ｄ様より ※照会にて 

日頃よりお世話になっております。今回も資料にて、様々なイベントに参加

し、元気な姿を見ることができて感謝しております。寒い日が続く中、また

コロナがなかなか終わらない中、大変な日々が続きますが、今後ともよろし

くお願いいたします。 

 

（５）次回：令和４年２月２８日（月） １３時３０分～ 

 


